
 

■平成２２年度第１回花見川区地域福祉計画推進協議会 

７月２日（金）、花見川保健福祉センター３階大会議室において開催。 

 委員長には原田雅男氏、副委員長には東野福松氏が互選により選出されま

した。 

（仮称）第 2 期区地域福祉計画について、作業チームが作成した素案の説

明を行い協議しました。 

区地域福祉計画の推進状況について、新たに提供された実践事例を紹介し

ました。 

  

■平成２２年度第２回花見川区地域福祉計画推進協議会 

９月１０日（金）、花見川保健福祉センター３階大会議室において開催。 

区地域福祉計画の推進状況について、新たに提供された実践事例を紹介し

ました。 

（仮称）第 2 期区地域福祉計画について、作業チームが作成した案の説明

を行い協議しました。様々な意見が出された他、９月３０日を期限として、

意見を募集しました。 

※ この区地域福祉計画推進協議会は、一般公開しています。傍聴を希望され

る方は、事務局までお問合せください。 
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地域福祉計画の説明会にご参加ください 
 平成２３年３月に策定を予定している（仮称）第２期地域福祉計画について市民説明

会を行い、ご意見を募集します。多くの方のご参加をお待ちしております。参加をご希

望の方は、直接会場へお越しください。 

◇ 日 時 ： 平成２２年１１月１３日（土） 午前１０時より 

◇ 会 場 ： 花見川保健福祉センター ３階 大会議室 

                （花見川区瑞穂１－１ 花見川区役所敷地内） 

 

         平成２２年度花見川区地域福祉計画推進協議会 委員名簿   ※敬称略・五十音順 

No 氏 名 所属団体名等 No 氏 名 所属団体名等 

1 相原 弥生 みどり学園附属保育園 1６ 鶴岡 喜嗣 千葉市社会福祉協議会犢橋地区部会 

2 東野 福松 花見川区町内自治会連絡協議会 1７ 友利 三雄 千葉市社会福祉協議会天戸中学校区地区部会 

3 天春 立兵 千葉市社会福祉協議会朝日ヶ丘地区部会 １８ 花島 桂三 千葉市身体障害者福祉団体連合会 

4 大山 治二 千葉市社会福祉協議会検見川地区部会 １９ 原田 雅男 花見川区町内自治会連絡協議会 

5 片桐 勲 花見川区町内自治会連絡協議会 2０ 細野 雅子 花見川区民生委員児童委員協議会 

6 加藤 裕二 知的障害者通所授産施設オリーブハウス 2１ 町田 忠夫 ちばしファミリー・サポート・センター会員 

7 金子建一郎 花見川区町内自治会連絡協議会 2２ 安川 準一 千葉市ボランティア連絡協議会 

8 川島 博邦 千葉市社会福祉協議会幕張・武石地区部会 2３ 安澤 宏 継続公募 

9 蔵屋 勝敏 継続公募 2４ 藪下 勝 精神障害者地域生活支援センター 

10 黒田 實 千葉市社会福祉協議会花見川第２地区部会 2５ 山田 貞之 継続公募 

11 齋藤 郷 千葉市社会福祉協議会こてはし台地区部会 2６ 横矢 矗男 花見川区老人クラブ連合会 

12 篠田 匡子 千葉市ボランティア連絡協議会 2７ 横山 宏子 花見川区民生委員児童委員協議会 

13 鈴木 勝英 NPO 法人 トータルライフサポート ２８ 吉松美津代 千葉西ケアマネージャー事務所 

14 高橋 昭夫 公募  委員長 原田雅男  副委員長 東野福松 

1５ 多田 孝 千葉市社会福祉協議会幕張本郷中学校区地区部会 ※委員の任期は１年。委員の再任は妨げない。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉計画とは ？ 

 社会状況の変化により、身近な地域での交流や人々の結びつきが希薄になっており、地域住

民・事業者・各種団体・行政などが互いに協力し、地域全体で支え合い、助け合うことが必要と

なっています。 

そこで、社会福祉法に基づき、住民参加型の地区フォーラムでの議論を経て、地域住民自らが

支え合い共存するまちづくりを推進するため、平成１８年３月に現計画が策定されました。
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写真は、社協さつきが丘中学校地区部会「さつきまつり」の様子（３頁参照） 
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１０６の取り組み項目を統合・削除等見直しの結果８２に整理したことに合わせ、「基

本方針」・「取り組みの方向性」はそのまま継承、２５の「具体的な取り組み」を１６に整

理し直しました。 

 

基本方針１：誰もが心豊かにふれあい安心して生活できる場と地域で活動しやすい環境づくり 

取り組みの方向性(１)世代を超えた様々な交流の促進 

①子ども・高齢者・障害者等と地域住民が相互交流できる機会を増やし、様々な世代間の交流を通し

て互いを理解し合うとともに、情報交換を促進します 

取り組みの方向性(２)誰もが気軽にすごせる場の確保と福祉施設の利用促進 

②活動場所を確保するため、保健福祉センター・公民館などの公的施設や自治会館・集会所、地域に

ある空き家、空き店舗などの既存の施設を有効利用した居場所づくりを推進します 

③地域住民が、安全・安心に気軽に活動できるよう、親しみ、ふれあう環境づくりを推進します 

取り組みの方向性(３)地域社会における参加の推進 

④地域住民が地域活動に関心を持つきっかけとなるよう地域のイベント、祭り、

町内自治会行事等への参加を促進します 

 

基本方針２：地域ぐるみで、誰もが支え合い、助け合いのできる地域社会づくり 

取り組みの方向性(４)地域の幅広い人材の育成・活用 

⑤子どもの時から福祉意識を醸成（福祉教育の充実）するため、個人、家庭、社会での取り組みを推

進します 

⑥地域福祉活動の担い手を育成するために活動を周知し、幅広い分野におけるボランティア体験や、

地域活動への参加を促し、人材の育成・活用に努めます 

⑦地域福祉活動を充実するために、区ボランティアセンターを活用し、ボ

ランティアの育成に努めます 

取り組みの方向性(５)地域における各種団体・組織等の活性化 

⑧社協地区部会や町内自治会等が、地域における団体活動を充実するため、

お互いの活動を理解し、団体同士が連携・協力することで、組織強化に

努めます 

取り組みの方向性(６)地域生活への支援体制の構築 

⑨地域での助け合いのため、地域のネットワークづくりを推進し、要支援者などへの、身近な生活に

関わる支援の充実に努めます 

 

基本方針３：身近にいつでも相談できる体制の構築と情報を共有できる仕組みづくり 

取り組みの方向性(７)必要な情報がいつでも手に入る仕組みづくり 

⑩地域の情報を共有し、わかりやすい情報として、発信・受信するための仕組みづくりに努めます 

⑪住民相互が交流できる機会を増やしていくとともに、気軽に相談できる場の確保に努めます 

 

 

 

取り組みの方向性(８)適切なサービスが受けられるための仕組みづくり 

⑫地域の福祉課題に対応するため、地域ぐるみの支援体制の充実に努めるとともに、利用し易いコー

ディネイト機能の拡充に努めます 

⑬地域住民が必要としている、ニーズに応じた支援を行うため、地域ぐるみの活動の充実に努めます 

 

基本方針４：恵まれた地域性を生かし、リフレッシュできる、住み慣れた地域で安全に安心して暮せる地域づくり 

取り組みの方向性 (９)心身の健康づくりの推進 

⑭地域における多種多様の健康情報がある中、住民自ら自分に適した健康づく

りの機会に積極的に参加し、心身の健康づくりに努めましょう 

取り組みの方向性(10)地域が安心・安全な防犯・防災の仕組みの充実 

⑮地域での防犯意識を高め、自主防犯活動を強化・充実することで、安心・安

全な町づくりに努めます 

⑯地域での防災意識を高め、災害時における地域防災や、協力体制の仕組みづくりの充実に努めます 
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千葉市社会福祉協議会 

さつきが丘中学校地区部会 

 平成２２年６月１２日（土）、さつきが丘公民館、さつきが丘いきいきセンター、貝塚公園

を会場に第１回さつきまつりが開催されました。 

 世代をこえたふれあいをテーマに、リトミック・昔遊

びなど幼児・児童向けのものから、ふれあい喫茶や音楽

療法、似顔絵コーナーなど中高年まで、年齢問わず楽し

める企画が盛りだくさんでした。 

 心配されていた雨も降らず、今年の猛暑を予感させる

暑い一日で、おまつり

も大盛況に終わりま

した。 

とにかく参加者の笑顔が印象的で、地域の絆がより深ま

ったのではないでしょうか。 

 来年度は、さらに充実した企画を期待しています。皆様

も是非ご参加ください。 

～さつきまつり～ 
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